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［商 品
しょうひん

販売
はんばい

・サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

］ 

 内
ない

     容
よう

 改
かい

 善
ぜん

 方
ほう

 策
さく

 障 害
しょうがい

種 別
しゅべつ

 

１  スポーツ
すぽーつ

ジム
じむ

に 入 会
にゅうかい

手続
てつづ

きに行
い
ったら、 障 害

しょうがい
を理由
りゆう

に

入 会
にゅうかい

を 断
ことわ

られた。「スイミング
すいみんぐ

中
ちゅう

など緊 急 時
きんきゅうじ

に知
し
らせる

手 段
しゅだん

がない」と言
い
われた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

(福祉
ふくし

施設
しせつ

職 員
しょくいん

) 

２  喫茶店
きっさてん

に 障 害 者
しょうがいしゃ

を連
つ
れて行

い
った際

さい
、「 障 害

しょうがい
者
しゃ
は対 応
たいおう

できない」とのことで 断
ことわ

られた。 

 飲 食 業
いんしょくぎょう

者
しゃ

、 町 内
ちょうない

等
など

で改 善
かいぜん

をお

願
ねが
いしたい。 

音 声
おんせい

・言語
げんご

・そしゃく 

肢体
したい

 

知的
ちてき

 

多動
たどう

 

３  盲 導 犬
もうどうけん

使用
しよう

者
しゃ
が観 光
かんこう

施設
しせつ

に入
はい
ろうとした時

とき
、「犬
いぬ
を入
い
れ

ては困
こま
る」といわれた。 

 視覚
しかく

 

４  母 親
ははおや

とドライブの 途 中
とちゅう

で立
た
ち寄

よ
ったスーパー

すーぱー
銭 湯
せんとう

で、

フロント
ふろんと

に「オストメイト
おすとめいと

ですが、 入 浴
にゅうよく

します」と告
つ
げたところ、

「困
こま

ります」との事
こと
で 入 浴
にゅうよく

を 断
ことわ

られた。 

 内部
ないぶ

機能
きのう

 

５ カード
かーど

会 社
がいしゃ

へ解 約
かいやく

の申 請
しんせい

について、電話
でんわ

による手話
しゅわ

通 訳
つうやく

を介
かい

しての会話
かいわ

では、本 人
ほんにん

確 認
かくにん

ができないと言
い
われ、ＦＡＸ

ふぁっくす

での対 応
たいおう

も 断
ことわ

られた。 

聴 障 者
ちょうしょうしゃ

に対
たい

して理解
りかい

不足
ぶそく

。 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 
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６ 銀 行
ぎんこう

の窓 口
まどぐち

で預金
よきん

から他
ほか
の銀 行
ぎんこう

に振
ふ
り込
こ
む際
さい
に、自筆

じひつ
の

サイン
さいん

を求
もと

められたので、行 員
こういん

に代 筆
だいひつ

をお願
ねが

いしたところ、

「自筆
じひつ

が原 則
げんそく

」として拒 絶
きょぜつ

された。 最 終 的
さいしゅうてき

に、上 司
じょうし

の

立会
たちあ

いで手続
てつづ

きを終
お
えた。 

 視覚
しかく

 

７  ろうの青 年
せいねん

がエジプト
えじぷと

へのツアー
つあー

旅 行
りょこう

を申
もう
し込
こ
もうとしたが、

健 聴 者
けんちょうしゃ

の同 行
どうこう

を 条 件
じょうけん

にされた。同 行 者
どうこうしゃ

はいないという

と、「参加
さんか

は無理
むり

」と言
い
われた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（友 人
ゆうじん

） 

８ 施設
しせつ

見 学
けんがく

をした時
とき
、大
おお
きい声

こえ
を出
だ
す人
ひと
の利用
りよう

は 難
むずか

しいと

言
い
われた。 

 知的
ちてき

 

９ お店
みせ
に夜 遅
よるおそ

く行
い
ったら、「 障 害 者

しょうがいしゃ
がこんな時間

じかん
に」と言

い
わ

れた。 

  

10 商 店 街
しょうてんがい

でお店
みせ

に入
はい

ったら、「他
ほか

のお店
みせ

では 障 害
しょうがい

者
しゃ

の

人
ひと

や車椅子
くるまいす

の人
ひと
を嫌
いや
がるお店

みせ
もある」と教

おし
えてくれた。 

ヘルパー
へるぱー

と 外 出
がいしゅつ

時
じ
に、店 員

てんいん
が「字

じ
、大 丈 夫
だいじょうぶ

ですか？」と

ヘルパー
へるぱー

に聞
き
いた。 

 肢体
したい

（支援者
しえんしゃ

） 

11  趣味
しゅみ

講座
こうざ

を受
う
けようと手話

しゅわ
通 訳
つうやく

をお 願
ねが

いして１時間
じかん

の

通 訳
つうやく

で3000円
えん
、自分
じぶん

負担
ふたん

として支払
しはら

った。 

  

 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 
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12  スポーツセンター
す ぽ ー つ せ ん た ー

への入 会
にゅうかい

申
もうし

込
こ
みで「耳

みみ
が聞
き
こえない」と言

い

ったところ、受
うけ

付
つけ
のスタッフ
すたっふ

は「 申
もうし

込
こ
みを受

う
けることができない」

と言
い
ったが、目

め
で見
み
ることができるなどいろいろ説 明

せつめい
した後

あと
、

スポーツ
すぽーつ

センター
せんたー

の偉
えら
い方
かた
が来
き
て、 入 会

にゅうかい
できた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

13 講 演 会
こうえんかい

に 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

が行
い
きたいと主

しゅ
催
さい

者
しゃ
に問
と
い合
あ

わせたところ「手話通
しゅわつう

訳 者
やくしゃ

の分
ぶん

のチケット
ちけっと

も買
か
って 入 場

にゅうじょう
し

てほしい。手話
しゅわ

通 訳
つうやく

は自分
じぶん

で連
つ
れてくるように」との回 答

かいとう
。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡 機 能
へいこうきのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

14  旅 館
りょかん

に予約
よやく

したところ、聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

者
しゃ

団 体
だんたい

であったこ

とを理由
りゆう

に旅 館
りょかん

が 断
ことわ

ってきた。もし夜中
よなか

に火事
か じ

等
など

が起
お

こった

場合
ばあい

に困
こま

ると安 全 面
あんぜんめん

で 断
ことわ

られたが、理不尽
りふじん

を感
かん

じた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

15  盲 導 犬
もうどうけん

同 伴
どうはん

で、ツアー
つあー

旅 行
りょこう

、飲 食 店
いんしょくてん

入
にゅう

店
てん
、観 光
かんこう

施設
しせつ

入 場
にゅうじょう

を 断
ことわ

られた。エステティックサロン
えすててぃっくさろん

では、

「盲 導 犬
もうどうけん

だけじゃなくて、視覚
しかく

障
しょう

がいの方
かた
は利用
りよう

できない」

と言
い
われた。 

盲 導 犬
もうどうけん

は身 体
しんたい

障 害
しょうがい

者
しゃ

補助
ほじょ

犬
けん

であ

るという啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

。視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ
の受
う
け

入
い
れ 拒
きょ

否
ひ
という差別

さべつ
問 題
もんだい

であることへの

意識
いしき

改 革
かいかく

。 

視覚
しかく

（支援者
しえんしゃ

） 

16  大手
おおて

旅 行
りょこう

会 社
がいしゃ

に、旅 行
りょこう

のツアー
つあー

申
もうし

込
こ
みをした。「ろう」

という 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に参加
さんか

を 断
ことわ

られた。理由
りゆう

は「飛行機
ひこうき

の乗
の
り

換
か
え時
じ
に、集 合

しゅうごう
時間
じかん

の伝 達
でんたつ

ができない」「 緊 急
きんきゅう

時
じ
に対 応
たいおう

で

きない」等
とう

。 

 「企 業
きぎょう

は、 障 害
しょうがい

を理由
りゆう

に 障 害
しょうがい

者
しゃ

の

社 会
しゃかい

参加
さんか

を拒
こば
む対 応
たいおう

をしてはいけない」と

いう法 律
ほうりつ

の策 定
さくてい

。手話
しゅわ

、筆 談
ひつだん

、空
そら
書
が
き、

口
くち
を大
おお
きく開

あ
けて話

はな
す、身振

みぶ
りなど、多様

たよう
なコ
こ

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 
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ミ
み
ュ
ゅ
ニ
に
ケ
け
ー
ー
シ
し
ョ
ょ
ン
ん
方 法
ほうほう

の啓 発
けいはつ

。 

17  料 理
りょうり

教 室
きょうしつ

に手話
しゅわ

通 訳
つうやく

をつけてほしいと頼
たの
んだら、通 訳

つうやく

者
しゃ

分
ぶん
の月 謝
げっしゃ

を払
はら
うならかまわないと言

い
われた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

18  講
こう

演
えん
を聞
き
きたいと思

おも
ったとき、通 訳 者

つうやくしゃ
又
また
は要 約
ようやく

筆記
ひっき

があ

れば助
たす
かる。 

 そういう制度
せいど

があったらうれしい。 聴 覚
ちょうかく

・平 衡 機 能
へいこうきのう

 

19  腰 痛
ようつう

を治
なお
すために、スイミング

すいみんぐ
スクール
すくーる

に 入 会
にゅうかい

しようと思
おも

ったが、 断
ことわ

られた。 

 障 害
しょうがい

について偏 見
へんけん

を持
も
たないように正

ただ

しい知識
ちしき

を持
も
つ。わかりやすい正

ただ
しい知識

ちしき
と

対 応
たいおう

の仕方
しかた

の冊子
さっし

を作
つく
ったらどうか。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 

20  スイミング
すいみんぐ

で聞
き
こえないからと、 断

ことわ
られそうになった。とりあえ

ずは入
い
れてもらえたけど、この先

さき
、 状 況
じょうきょう

に応
おう
じて 断

ことわ
るかも

と言
い
われている。 

 ホワイトボード
ほわいとぼーど

などで書
か
いてくれれば理解

りかい
でき

る。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（家族
かぞく

） 

21  視覚
しかく

障 害
しょうがい

者
しゃ
が一人
ひとり

で大相撲
おおずもう

を見
み
に行
い
ったところ、体

たい
育
いく

館
かん

の受
うけ

付
つけ

で 入 場
にゅうじょう

を 断
ことわ

られた。ガイヘル
がいへる

付
つ
きだと大

だい
丈

じょう

夫
ぶ
だが、一人

ひとり
では 安 全 上

あんぜんじょう
の問 題
もんだい

があるため 断
ことわ

っている。 

席
せき

まで誘 導
ゆうどう

する案 内
あんない

者
しゃ

を配置
はいち

すること

で、改 善
かいぜん

できる。 

視覚
しかく

（支援者
しえんしゃ

） 

22  盲 導 犬
もうどうけん

が入
はい
れる店

みせ
が少
すく
ない  精 神

せいしん
 

てんかん（支援者
しえんしゃ

） 

23 旅 行
りょこう

先
さき

で 昼 食
ちゅうしょく

のレストラン
れすとらん

に入
はい

ろうとしたが、「他
ほか

の

客
きゃく

に迷 惑
めいわく

をかけるから」という理由
りゆう

で 入
にゅう

店
てん
を 断
ことわ

られた。 

 視覚
しかく
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24 観 光
かんこう

案
あん

内 所
ないじょ

に手話
しゅわ

のできる人
ひと
を置
お
いてほしい。  聴 覚

ちょうかく
・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

25  外 国
がいこく

旅 行
りょこう

中
なか

、ガイド
がいど

の時
とき

皆
みな

はイヤホン
いやほん

をつけていろいろ聞
き

かせているのに、僕 達
ぼくたち

はきこえないからメモ
めも

に書
か
いてもらうのは足

た

りない。 

 ガイド
がいど

する前
まえ
、説 明
せつめい

書
しょ

作 成
さくせい

してほしい。 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

26  友 人
ゆうじん

( 車
くるま

いす）が旅
たび
でペンション
ぺんしょん

を予約
よやく

しようとして電話
でんわ

し

たが、 車
くるま

いすと言
い
ったとたん、「無理

むり
」と言

い
われて電話

でんわ
を切
き
られた。 

 肢体
したい

 

27  旅 行
りょこう

会 社
がいしゃ

の企画
きかく

ツアー
つあー

に盲 導 犬
もうどうけん

使用
しよう

者
しゃ
が申
もう
し込
こ
んだら

断
ことわ

られた。 

 視覚
しかく

 

28 プール
ぷーる

の 入 水
にゅうすい

拒否
きょひ

   

29  公 衆
こうしゅう

浴 場
よくじょう

・ 入 浴
にゅうよく

拒否
きょひ

。   

30 温 泉
おんせん

での 入 浴
にゅうよく

拒否
きょひ

   

31  視覚
しかく

障 害 者
しょうがいしゃ

の 友 人
ゆうじん

がレストラン
れすとらん

に 入
はい

ろうとしたら

「満 席
まんせき

です」と言
い
われた。実 際

じっさい
はガラガラ
がらがら

。 

 視覚
しかく

 

32  イタリアン
いたりあん

レストラン
れすとらん

で 食 事 中
しょくじちゅう

に咳
せ
き込

こ
んだのをコック

こっく

（店 員
てんいん

）に「うるさい、出
で
て行
い
け！」と言

い
われた。 

  

33  盲 導 犬
もうどうけん

使用
しよう

者
しゃ
と喫
きっ

茶店
さてん

に入
はい

ろうとしたら「犬
いぬ
は外
そと
につな

いでおいて」と言
い
われた。 

 視覚
しかく
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34  食 堂
しょくどう

で 食 券
しょっけん

を買
か
っている知的

ちてき
障 害
しょうがい

者
しゃ

のメンバー
めんばー

に

店 員
てんいん

が「早
はや
くして下

くだ
さい。この人

ひと
は並
なら
べないんだから、職 員

しょくいん

さんが決
き
めて早

はや
くして下

くだ
さい」と怒

おこ
りながら。 

 知的
ちてき

 

35  メンバー
めんばー

数 人
すうにん

で食 事
しょくじ

に行
い
くと、かたまりで端

はし
っこのほうに固

かた

められる。 

  

36  保険
ほけん

に入
はい
れない。   

37  スーパー
すーぱー

銭 湯
せんとう

に 車
くるま

椅子
いす

の利用
りよう

者
しゃ

と行
い
ったところ、「玄 関

げんかん
か

らは 車
くるま

椅子
いす

で入
はい
らないで下

くだ
さい」との対 応

たいおう
を受
う
け、施設内

しせつない
に

ある 障 害
しょうがい

者
しゃ

用
よう
トイレ
といれ

に 車
くるま

椅子
いす

で入
はい
れないのかを尋

たず
ねると、

「そうです」と冷
つめ
たい応 対

おうたい
をされた。 

 肢体
したい

（支援者
しえんしゃ

） 

38  銀 行
ぎんこう

の Ａ Ｔ Ｍ
えーてぃーえむ

は立
た
って操作

そうさ
するのが前 提

ぜんてい
。車
くるま

イス
いす

に乗
の

っている 者
もの

には 非 常
ひじょう

に 使
つか

いづらい。また、視野障
しやしょう

がいを

重 複
ちょうふく

しているものは、操作
そうさ

画面
がめん

すら立
た

っている人
ひと

を前 提
ぜんてい

に作
つく

られているために、画面
がめん

が 全
まった

く見
み
えない。また、インターホン

いんたーほん
も立
た

ち位置
いち

にあるために、 車
くるま

イス
いす

からでは届
とど
かない。 

 肢体
したい

 

（本 人
ほんにん

と家族
かぞく

） 

39  散髪屋
さんぱつや

に行
い
ったとき、玄 関 先

げんかんさき
で「 車

くるま
イス
いす

の方
かた
はお 断

ことわ
り」

と、店 主
てんしゅ

から追
お
い帰
かえ
された。 

 肢体
したい
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40 子供
こども

をプール
ぷーる

教 室
きょうしつ

へ 入 会
にゅうかい

させようと思
おも

ったら、 障 害
しょうがい

児
じ
は困
こま
ると 断

ことわ
られた。 

 知的
ちてき

（家族
かぞく

） 

41 パン
ぱん

屋
や
でパン
ぱん

を入
い
れる 袋

ふくろ
を彼
かれ

が触
さわ

ったところ、店 員
てんいん

がすぐに

それを取
と
ってゴミ

ごみ
箱
ばこ
に捨
す
てた。 

本
ほん

人
にん
を見
み
て、知

し
らない母 親

ははおや
が子供
こども

に「言
い
うこときかへんかった

ら、あんな風
ふう
になんねんで！」と言

い
っていた。 

衛 生 面
えいせいめん

で理解
りかい

できるが、これみよがしに捨
す

てるのはどうだろうかと思
おも
う。 

 子
こ
どものころから 病

びょう
気
き
、 障 害
しょうがい

の知識
ちしき

、

理解
りかい

をうえつけるべきだ。 

知的
ちてき

 

発 達
はったつ

・高次
こうじ

脳
のう

 

自 閉 症
じへいしょう

(支援者
しえんしゃ

) 

42 風 俗 店
ふうぞくてん

で女 性
じょせい

との会話
かいわ

で「きちがいは来
く
るな」といわれた。 差別

さべつ
禁止
きんし

条 例
じょうれい

をつくる。 精 神
せいしん

（支援者
しえんしゃ

） 

43 障 害
しょうがい

者
しゃ

手 帳
てちょう

を見
み
せて、無 料

むりょう
で 入 山
にゅうざん

するが、いつもけ

げんな顔
かお
をされ、何 回

なんかい
も「お願

ねが
いします」といってやっと通

とお
して

くれる。 

もっと気持
きもち

良
よ
く登
のぼ
りたい。 精 神

せいしん
 

44  新
あたら

しいケータイ
けーたい

がほしくて店
みせ
に買
か
いに行

い
った。スタッフ

すたっふ
に「耳

みみ

きこえない。紙
かみ

 書
か
く（筆 談

ひつだん
）」と身振

みぶ
りで願

ねが
ったら、いやな顔

かお
し

て「もう、めんどうくさい…」舌
した
が動
うご
いていたのを読

よ
み取
と
った。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡 機 能
へいこうきのう

 

45 障 害
しょうがい

児
じ
のレクリエーション
れくりえーしょん

で野外
やがい

施設
しせつ

に問
と
い合
あ
わせたら、「こ

こは 青 少 年
せいしょうねん

のための施設
しせつ

です」といわれて感
かん
じが悪

わる
かった。 

  

46 スーパー
すーぱー

の安売
やすう

りのチラシ
ちらし

に○ 印
じるし

をつけて、お店
みせ
の人
ひと
に聞
き
いた

が、教
おし
えてもらえなかった。 

 （支援者
しえんしゃ

） 

 

47 スーパー
すーぱー

の 商 品
しょうひん

を手
て
で触
さわ
って注 意

ちゅうい
された。（ 袋

ふくろ
の上
うえ
から）  知的

ちてき
（家族） 
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「あんまり触
さわ
らんといて!!」と言

い
われた。 

48 映画館
えいがかん

は 障 害 者
しょうがいしゃ

の席
せき

が決
き
まっていて見

み
にくい場所

ばしょ
が多
おお

く

長 時 間
ちょうじかん

になるとつかれる。 

  

49 野 球 場
やきゅうじょう

などは、 車
くるま

イス
いす

席
せき

の 抽 選
ちゅうせん

にあたらないと入
はい

れ

ない。 

  

50 補助
ほじょ

犬
けん

利用者
りようしゃ

として 飲 食 店
いんしょくてん

の 入
にゅう

店
てん
を 断
ことわ

られる。  視覚
しかく

 

51 インターネット
いんたーねっと

の解 約
かいやく

のため、通 訳
つうやく

を介
かい

して電話
でんわ

したが、

「家族
かぞく

以外
いがい

の人
ひと
では対 応

たいおう
不可
ふか

」と言
い
われた。全 員

ぜんいん
聞
き
こえない。

どうするのか？ようやく専 用
せんよう

ＦＡＸ
ふぁっくす

があることを知
し
らされた。 

電気
でんき

工事
こうじ

、電化
でんか

製 品
せいひん

の配 達
はいたつ

等
など
、当 日
とうじつ

の朝
あさ
に「何時

なんじ
に行
い

く」と連 絡
れんらく

が入
はい
る。ＦＡＸ

ふぁっくす
でとお願

ねが
いしたが、無理

むり
と言
い
われた。 

ＦＡＸ
ふぁっくす

があるのなら、どの資 料
しりょう

にもその

番 号
ばんごう

を記載
きさい

しておく。メール
めーる

での対 応
たいおう

。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

音 声
おんせい

・言語
げんご

・そしゃく

（支援者
しえんしゃ

） 

52 本 人
ほんにん

が電話
でんわ

通 訳
つうやく

を利用
りよう

して、生 命
せいめい

保険
ほけん

会 社
がいしゃ

に給 付
きゅうふ

用紙
ようし

の 請 求
せいきゅう

の電話
でんわ

をしたところ、「本 人
ほんにん

又
また
は家族
かぞく

でなければ

受
う
け付
つ
けられない」と言

い
われた。「本 人

ほんにん
は 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

のため

電話
でんわ

ができない。本 人
ほんにん

の話
はな
していることを電話

でんわ
通 訳
つうやく

している」

と説 明
せつめい

しても受
う
け入
い
れられず又

また
ファックス
ふぁっくす

での受
う
け付
つ
けもしても

らえなかった。 

ファックス
ふぁっくす

での受
う
け付

つ
けがどんなところ

（会 社
かいしゃ

、店舗
てんぽ

など）でもできるようにする。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（支援者
しえんしゃ

） 
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53 聴 覚
ちょうかく

障 害
しょうがい

者
しゃ

本 人
ほんにん

を 前
まえ

にして手話
しゅわ

通 訳
つうやく

しながら

カード
かーど

会 社
がいしゃ

などに電話
でんわ

通 訳
つうやく

しても、受
う
け付
つ
けてもらえないことが

多
おお

い。本 人
ほんにん

確 認
かくにん

ができないと言
い
われる。相手先

あいてさき
にＦＡＸ
ふぁっくす

番 号
ばんごう

を訪
たず

ねてもなかなか教
おし
えてくれないことがある。 

せめてＦＡＸ
ふぁっくす

でのやりとりができるような

システム
しすてむ

にしてほしい。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ
） 

54 簡易
かんい

な地
ち
デジチューナー
でじちゅーなー

の 無 償
むしょう

給 付
きゅうふ

では、ＦＡＸ
ふぁっくす

での

対 応
たいおう

は不可
ふか

、チューナー
ちゅーなー

設置
せっち

の際
さい

の日 程
にってい

調 整
ちょうせい

もＦＡＸ
ふぁっくす

不可
ふか

と言
い
われ、多

おお
くの 聴 覚

ちょうかく
障 害
しょうがい

者
しゃ
が困
こま
った。 

申 込 書
もうしこみしょ

の ＦＡＸ
ふぁっくす

番 号
ばんごう

記 入 欄
きにゅうらん

は

形
かたち

だけのものなのか？  

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

音 声
おんせい

・言語
げんご

・そしゃく 

（家族
かぞく

） 

55 大 型
おおがた

ごみの処 分
しょぶん

を行う民 間
みんかん

会 社
かいしゃ

にＦＡＸ
ふぁっくす

したら 断
ことわ

ら

れた。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

（ 障 害
しょうがい

者
しゃ

相 談 員
そうだんいん

）  

56 固定
こてい

電話
でんわ

の契
けい

約
やく

変 更
へんこう

で電話したら本 人
ほんにん

でないというと、

家族
かぞく

か？と聞
き
かれた。通 訳

つうやく
者
しゃ

だというと、他人
たにん

では手続
てつづ

きでき

ないと言
い
われた。本 人

ほんにん
がＦＡＸ
ふぁっくす

したが１時間
じかん

待
ま
っても返事

へんじ
が来
こ

ない。 結 局
けっきょく

４時間後
じかんご

ぐらいに返 信
へんしん

があったらしい。 

ＦＡＸ
ふぁっくす

でも電話
でんわ

同 様
どうよう

すぐに 返 信
へんしん

して

手続
てつづ

きできるようにしてほしい。 

 

57 私
わたし

たちも「お 客
きゃく

さん」として 扱
あつか

え!   

58 電化
でんか

製 品
せいひん

など、 購 入
こうにゅう

に当
あ
たって、 聴 力

ちょうりょく
障 害
しょうがい

者
しゃ

は

詳 細
しょうさい

な説 明
せつめい

が得
え
にくい。 

液 晶
えきしょう

字幕
じまく

で、必 要
ひつよう

な時
とき

自由
じゆう

に説 明
せつめい

が

得
え
られるようにする。 

聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

 

59 クレジット
くれじっと

の解 約
かいやく

は本 人
ほんにん

でないとダメ
だめ

だといわれて、手話
しゅわ

通 訳
つうやく

に代理
だいり

でダメ
だめ

だと言
い
われたが、おかしい。聴 覚

ちょうかく
障 害
しょうがい

者
しゃ

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう
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は手話
しゅわ

通 訳
つうやく

者
しゃ
が必 要
ひつよう

ということを分
わ
かってほしい。 

60 学 校
がっこう

の教 師
きょうし

が息子
むすこ

の 車
くるま

に乗
の
ったとき、「その耳

みみ
聞
き
こえる？」 

と言われ、余
あま
りにも思

おも
いのない一 言

ひとこと
に息子
むすこ

は落
お
ち込
こ
んだ。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

知的
ちてき

（家族
かぞく

） 

61  ろうあ者
しゃ

２人
ふたり

と居酒屋
いざかや

にいたが、後 方
こうほう

の 健 聴 者
けんちょうしゃ

２人
ふたり

が「キ
き

ー
ー
キ
き
ー
ー
ワ
わ
ー
ー
ワ
わ
ー
ー
大
おお
きい声

こえ
で何
なに
かいうとるけど、何

なに
もしらへん」「あ

んななったらしまいや」「何
なに
もできひん」等

とう
を話
はな
している。 

 聴 覚
ちょうかく

・平 衡
へいこう

機能
きのう

 

( 支 援 者
し え ん し ゃ

)  

62  飲
の
み屋
や
の 隣
となり

のカウンター
かうんたー

にいた他
ほか
のお 客

きゃく
さんから「頑張

がんば
れよ

～!」と 頭
あたま

をなでられた。自分
じぶん

（男 性
だんせい

）が45歳
さい
の頃
ころ
。 

  

63  障 害
しょうがい

者
しゃ

グループ
ぐるーぷ

が蕎麦屋
そばや

さんで忘 年 会
ぼうねんかい

をしたら「 障 害
しょうがい

者
しゃ

のくせに酒
さけ
を飲
の
んでいた」と陰 口

かげぐち
を叩
たた
かれた。 

  

64  介
かい

助
じょ

ヘルパー
へるぱー

と行
い
った 時

とき
、お 店

みせ
などで 本 人

ほんにん
にきかずに

ヘルパー
へるぱー

に話
はな
しかける。 

  

 


